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日本人の最高酸素摂取量，換気性閾値および脚伸展パワーの

標準値策定の試み
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目的　職域と地域の健診時に最高酸素摂取量，換気性閾値時酸素摂取量（VO2 at Ventilatory

Threshold : 以下VT），脚伸展パワーを測定し，健康との関連で注目されている全身持久力

と筋力の指標について日本人の標準値を作成することを試みた。

方法　全国4健診施設で健診を受けた30歳代～60歳代の健常成人832人（男421人，女411人）を

対象とし，同一プロトコールで最高酸素摂取量，換気性閾値時酸素摂取量および脚伸展パワ

ーを実測した。運動負荷試験は自転車エルゴメーターを用いたランプ負荷法で実施した。

結果　1.　最高酸素摂取量は男女とも加齢とともに減少し，男ではY (ml/kg/min)＝46.6
－0.36×AGE (r＝0.447，p＜0.001)，女ではY(ml/kg/min)＝35.3－0.23×AGE (r＝0.407，

P＜0.001)の一次回帰式が成立した。また，男女の一次回帰式の勾配に有意（P＜0.001）な

差が認められた。

2.　VTは加齢とともに低下し，男ではY(ml/kg/min)＝22.6－0.13×AGE，(r＝0.371，

p＜0.001)，女ではY(ml/kg/min)＝20.0－0.10×AGE (r＝0.336，P＜0.001)の一次回帰式が

成立した。加齢に伴うVTの低下はゆるやかだった。男女の一次回帰式の勾配に有意

（p＜0.001）な差が認められた。

3.　脚伸展パワーは男女とも加齢とともに低下し，男ではY(W/kg)＝31.9－0.27×AGE

(r＝0.539，P＜0.001)，女性：Y(W/kg)＝20.9－0.18×AGE (r＝0.510，p＜0.001)の一次回帰

式が成立した。男女の一次回帰式の勾配に有意（p＜0.001）な差が認められた。

　本研究の対象者は全員外見上健常で，その体格と1日の歩数は厚生省の国民栄養調査とほ

ぼ同じ値を示した。また，本研究で得られた3つのパラメーターを個々のパラメーターを検

討した先行研究と比較すると，対象に偏りが少ないと考えられる先行研究とはよく似た結果

を示した。

結論　本研究で測定した最高酸素摂取量，VT，脚伸展パワーの標準値はある程度日本人の平均

的な集団の値を示す可能性が高く，一般日本人の体力の評価基準として地域や職域で使用す

る上で，妥当かつ有用と考えられた。
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